
働
はたら

きがいも経済
けいざい

成⻑
せいちょう

も（⽔曜
すいよう

２クラス）

① それぞれの国
くに

の状況
じょうきょう

に応
おう

じて、⼈
ひと

びとが経済的
けいざいてき

に豊
ゆた 

かになっていけるようにする。開発途上国
かいはつとじょうこく

、特
とく

に開発
かいはつ

が

遅
おく

れている国
くに

は、毎年
まいとし

少
すく

なくとも年
ねん

７％の国内
こくない

総⽣産
そうせいさん

（GDP)の成⻑
せいちょう

を続
つづ

けられるようにする。

※国内総⽣産
こくないそうせいさん

とは、その国
くに

で1年間
ねんかん

に新
あたら

しく⽣
う

み出
だ

された ものやサービスの 合計
ごうけい

⾦額
きんがく

② 働
はたら

きがいのある⼈間
にんげん

らしい仕事
しごと

をふやしたり、会社
かいしゃ

を始
はじ

めたり、新
あたら 

しいことを始
はじ

めたりすることを助
たす

ける

政策
せいさく

をすすめる。特
とく

に、中⼩
ちゅうしょう

規模
きぼ

の会社
かいしゃ

の設⽴
せつりつ

や成⻑
せいちょう

を 応援
おうえん

する。

③ 2030年
ねん

までに、消費
しょうひ 

と⽣産
せいさん

において、世界
せかい

がより効率
こうりつ

よく資源
しげん

を使
つか

えるようにしていく。また、先進国
せんしんこく

が

主導
しゅどう

しながら、計画
けいかく

にしたがって、経済成⻑
けいざいせいちょう

が、環境
かんきょう

を悪化
あっか

させることにつながらないようにする。

④ 2030年
ねん

までに、若
わか

い⼈
ひと

たちや障害
しょうがい

がある⼈
ひと

たち、男性
だんせい

も⼥性
じょせい

も、働
はたら

きがいのある⼈間
にんげん

らしい仕事
しごと

をできる

ようにする。そして、同
おな

じ仕事
しごと

に対
たい

しては、同
おな

じだけの給料
きゅうりょう

が⽀払
しはら

われるようにする。

⑤ 2020年
ねん

までに、仕事
しごと

も、通学
つうがく

もせず、職業
しょくぎょう

訓練
くんれん 

もうけていない若
わか

い⼈
ひと

たちの数
かず

を⼤
おお

きくへらす。

⑥ むりやり働
はたら

かせること、奴隷
どれい

のように働
はたら

かせること、⼈
ひと

を売
う

り買
か

いすることをおわらせるために、効果的
こうかてき

な

取
と

り組
く

みを緊急
きんきゅう

におこない、⼦
こ 

どもを兵⼠
へいし

にすることをふくめた最悪
さいあく

の形
かたち

の児童労働
じどうろうどう

を確実
かくじつ

に禁⽌
きんし

し、なくす。

また、2025年
ねん

までに、あらゆる形
かたち

の児童労働
じどうろうどう

をなくす。

⑦ 他
ほか

の国
くに

に移住
いじゅう

して働
はたら

いている⼈
ひと

、中
なか

でも⼥性
じょせい

、仕事
しごと

を続
つづ

けられるか不安定
ふあんてい

な状況
じょうきょう

で働
はたら

いている⼈
ひと

を含
ふく

めた

すべての⼈
ひと

の働
はたく

く権利
けんり

を守
まも

って、安全
あんぜん

に安⼼
あんしん

して仕事
しごと

ができる環境
かんきょう

をすすめていく。
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